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日
増
し
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
日
頃
よ
り
、
本
院
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、本
法
人
は
左
記
の
運
営
目
標
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

＊
医
科
と
歯
科
が
融
合
し
、
患
者
さ
ん
が
食
べ
て
元
気
で

楽
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
医
療
と
介
護
を

構
築
す
る
こ
と
。

＊
医
療
・
介
護
を
以
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
。

＊
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
・
組
織
作
り
を

行
う
こ
と
。

本
年
度
、
そ
の
目
標
に
向
け
齋
藤
記
念
病
院
は
軸
と
な

る
医
業
で
の
更
な
る
運
営
基
盤
の
盤
石
化
と
介
護
及
び
健

康
増
進
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
玄
関
前
の
道
路
に
面
し
た
駐

車
場
敷
地
に
介
護
関
係
事
業
所
と
院
外
薬
局
の
誘
致
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
介
護
関
係
事
業
所
の
誘
致
に
よ

り
、
幅
広
い
介
護
と
高
齢
者
福
祉
事
業
と
の
連
携
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
齋
藤
記
念
病
院
と
繋
が
っ
た
介
護
関
係
事

業
所
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
医
療
が
支
え
た
介
護
と
高

齢
者
福
祉
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
院
外
調
剤
薬
局
の
誘
致
は
薬
剤
師
業
務
の
効
率

化
に
よ
り
、
新
た
な
患
者
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
今
後
の
齋
藤
記
念
病
院
の
新
た
な
展

開
の
起
点
と
な
る
年
度
と
考
え
ま
す
。

社
会
的
状
況
か
ら
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
楽
観
視

で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
齋
藤
記
念
病
院
の
職
員
一
同
が
目
標
を
共
有

し
、
一
歩
一
歩
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
を
続
け
、
地
域
の

皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機
関
づ
く
り
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
皆
様
に

は
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
感
染
状
況

に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
安
全
な
病
院
運
営
の

た
め
に
も
、
今
暫
く
、
本
院
の
感
染
対
策
に
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
て

今

中

正

浩

理
事
長
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🆀
齋
藤
記
念
病
院
で
働
か
れ
て
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

🅐
２
０
０
０
年
４
月
〜
２
０
０
１
年
３
月
、
２
０
０
６

年
４
月
〜
２
０
０
８
年
３
月
、
２
０
１
２
年
７
月
〜

現
在
ま
で
計
約
12
・
５
年
で
す
。

🆀
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

🅐
妻
と
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
映
画
を
見
に
行
っ

た
り
し
ま
す
。

🆀
脳
神
経
外
科
で
診
断
す
る
前
に
行
う
検
査
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

🅐
脳
の
断
面
を
見
る
と
き
に
は
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
。
脳

の
血
管
や
早
期
の
脳
梗
塞
を
見
る
と
き
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

使
い
ま
す
。
脳
に
異
常
な
脳
波
が
出
て
い
な
い
か
見
る

と
き
は
脳
波
検
査
。
脳
の
血
管
や
脳
の
血
流
を
見
る
と

き
は
、
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
。
脳
の
腫
瘍
を
見
る
と
き
は
、

造
影
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
い
、不
整
脈
が
あ
り
そ
う
な
と
き
は
、

心
電
図
、
24
時
間
心
電
図
を
用
い
ま
す
。

🆀
入
院
で
は
ど
ん
な
治
療
や
手
術
が
で
き
ま
す
か
？

🅐
脳
動
脈
瘤
の
破
裂（
ク
モ
膜
下
出
血
）や
未
破
裂（
今

後
破
裂
し
そ
う
な
場
合
）
に
は
、
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。
コ
イ
ル
塞
栓
術
は
当
院
で
は
や
っ
て
お

ら
ず
、
立
川
綜
合
病
院
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
脳
梗

塞
の
急
性
期
に
は
、
発
症
か
ら
４
・
５
時
間
以
内
で

大
き
な
血
管
が
詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
血
栓
溶
解
療

法
（
ｔ
Ｐ
Ａ
）、
小
さ
な
血
管
や
発
症
か
ら
時
間
が

経
っ
て
い
る
場
合
は
、
抗
血
小
板
療
法
や
抗
凝
固
療

法
を
行
い
悪
化
や
再
発
を
予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
脳

梗
塞
予
防
の
手
術
と
し
て
、
首
の
動
脈
の
狭
窄
の
場

合
は
、
狭
窄
部
分
を
切
除
す
る
内
頚
動
脈
血
栓
内
膜

剥
離
術
、
頭
蓋
内
血
管
の
狭
窄
や
閉
塞
な
ど
に
は
、

皮
膚
の
血
管
を
脳
の
血
管
に
つ
な
ぐ
浅
側
頭
動
脈
中

大
脳
動
脈
吻
合
術
を
行
い
ま
す
。
お
薬
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
困
難
な
三
叉
神
経
痛
や
顔
面
痙
攣
に
は
、
神

経
と
血
管
を
剥
が
す
微
小
血
管
減
圧
術
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
脳
出
血
や
外
傷
の
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

急
性
硬
膜
下
血
腫
、
脳
挫
傷
な
ど
必
要
に
応
じ
て
手

術
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
脳
腫
瘍
は
、
基
幹
病
院
な

ど
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

🆀
小
山
先
生
の
担
当
外
来
で
は
ど
ん
な
治
療
が
で
き
ま

す
か
？

🅐
脳
外
科
外
来
以
外
に
、
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
（
分

子
栄
養
学
）
外
来
を
や
っ
て
い
ま
す
。
自
由
診
療
に

な
り
ま
す
が
、
保
険
診
療
で
は
検
査
で
き
な
い
血
液

検
査
の
他
、
尿
、
毛
髪
、
便
な
ど
の
検
査
を
行
い
、

体
重
増
加
、
疲
労
、
う
つ
、
消
化
管
の
問
題
（
消
化

不
良
、
リ
ー
キ
ー
ガ
ッ
ト
）、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
問
題

（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
生
理
痛
、
不
妊
）
な
ど
を
根
本
原
因
か
ら

解
決
す
る
も
の
で
す
。（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
現

在
の
保
険
診
療
で
は
一
向
に
良
く

な
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

🆀
先
生
が
患
者
さ
ん
の
治
療
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？

🅐
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
る
手
助
け
を
し
て
い
る
感
覚

で
す
。
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
手
術

を
し
ま
す
し
、
手
術
が
必
要
な
い
人
で
も
よ
く
話
を

聞
く
よ
う
に
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
主
訴
（
困
っ
て

い
る
こ
と
）
を
な
く
す
た
め
に
、
他
の
先
生
に
相
談

す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分

子
栄
養
学
的
な
観
点
か
ら
食
事
や
サ
プ
リ
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
こ

山
や ま

新
し ん

弥
や

先生

出身地はどちらですか？🆀
長野県、小諸市です。島崎藤村の生まれ故郷です。大学は
福田院長と一緒の富山大学（旧富山医科薬科大学）です。🅐

小山 先生に
聞いてみました

齋藤記念病院
ホームページ



専
門
医
が
教
え
て
く
れ
る

脳
卒
中
予
防
十
カ
条

高
血
圧
に
つ
い
て

第
１
弾

病院長  福 田 　 修

・医学博士
・脳神経外科学会専門医
・日本脳卒中学会専門医
・日本医師会認定産業医
・日本医師会スポーツドクター
・脳卒中の外科学会技術指導医

高
血
圧
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
血
管

病
に
、「
最
も
」
関
わ
り
ま
す
。

最
大
血
圧
は
、
心
臓
が
縮
み
、
短
い
時
間
で

強
い
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
と
き
の
値
で
、
収

縮
期
血
圧
、上
の
血
圧
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
小
血
圧
は
、
心
臓
が
広
が
っ
て
い
る
と
き
の

値
な
の
で
拡
張
期
血
圧
、
下
の
血
圧
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
大
動
脈
が
硬
く

な
る
の
で
、
上
の
血
圧
は
上
が
り
や
す
く
、
下

の
血
圧
は
む
し
ろ
低
下
し
ま
す
。

「
高
血
圧
と
は
」
血
圧
の
値
が
収
縮
期
血
圧

／
拡
張
期
血
圧
の
ど
ち
ら
か
一
方
、
あ
る
い
は

両
方
が
₁₃₀
／
90
ｍｍＨｇ
以
上
（
高
齢
者
は
₁₄₀
／
90
ｍｍＨｇ

以
上
）
に
な
る
病
気
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
重
大
な

病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
は
日

本
人
で
約
４
３
０
０
万
人
の
患
者
さ
ん
が
い
る

と
推
測
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
９
０
０
万
人
の

患
者
さ
ん
が
診
察
を
受
け
て
い
ま
す
。
残
り

３
４
０
０
万
人
の
方
は
、
高
血
圧
で
も
放
置
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
危
険
で
す
。
小
生
は
、
内

服
を
中
断
し
た
り
な
ど
で
悲
惨
な
脳
卒
中
に

な
っ
た
方
を
多
く
見
て
き
て
お
り
ま
す
。

「
高
血
圧
の
原
因
は
」
高
血
圧
は
、
原
因
が

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
本
態
性
（
ほ
ん
た
い
せ

い
）
高
血
圧
と
原
因
が
明
ら
か
な
二
次
性
高
血

圧
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
の
高
血
圧
の

約
90
％
が
本
態
性
高
血
圧
で
、
遺
伝
や
食
塩
の

過
剰
摂
取
、
肥
満
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
組

み
合
わ
さ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

「
家
庭
血
圧
は
大
切
」
病
院
な
ど
で
測
る
血

圧
は
、
５
〜
10
ｍｍＨｇ
ほ
ど
、
ま
た
冬
は
夏
よ
り

10
ｍｍＨｇ
ほ
ど
血
圧
は
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
血
圧
を
診
断
や
治
療
に
上
手
に
用
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
家
庭
血
圧
は
、
朝
（
排

尿
後
、
食
前
）
と
夜
（
就
寝
前
）
の
1
日
2
回

測
定
し
ま
す
。
安
静
に
し
て
か
ら
１
分
後
が
望

ま
し
い
で
す
。

「
降
圧
剤
以
外
の
血
圧
対
策
」
日
本
人
の
特

徴
は
塩
分
過
多
、
ア
メ
リ
カ
人
の
特
徴
は
肥
満

が
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
本

態
性
高
血
圧
で
は
、
減
塩
、
運
動
、
肥
満
是
正

な
ど
の
生
活
習
慣
を
修
正
す
る
治
療
法
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
食
塩
は
血
液
量
を
増

加
さ
せ
、
心
臓
に
負
担
を
あ
た
え
る
の
で
、
減

塩
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。野
菜
摂
取
も
大
切
。

以
上
を
実
践
す
る
と
降
圧
剤
は
や
め
る
こ
と
が

で
き
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

〜
脳
卒
中
予
防
十
カ
条
〜

①
手
始
め
に

高
血
圧
か
ら

治
し
ま
し
ょ
う

②
糖
尿
病

放
っ
て
お
い
た
ら

悔
い
残
る

③
不
整
脈

見
つ
か
り
次
第

す
ぐ
受
診

④
予
防
に
は

た
ば
こ
を
止
め
る

意
志
を
持
て

⑤
ア
ル
コ
ー
ル

控
え
め
は
薬

過
ぎ
れ
ば
毒

⑥
高
す
ぎ
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

見
逃
す
な

⑦
お
食
事
の

塩
分
・
脂
肪

控
え
め
に

⑧
体
力
に

合
っ
た
運
動

続
け
よ
う

⑨
万
病
の

引
き
金
に
な
る

太
り
す
ぎ

⑩
脳
卒
中

起
き
た
ら
す
ぐ
に

病
院
へ
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診療科 医師名 受付時間 月 火 水 木 金 土

脳神経外科
福 田 　 修

午前 ８：30~11：30
〇 〇 〇 〇 〇

小 山 新 弥 〇
乳腺・胸部外科
【予約制】 鬼 頭 隆 尚 午前 ８：30~11：30 ★ ★ ★ ★ ★ ★

肛門・乳腺・消化器外科 廣 田 正 樹 午前 ８：30~11：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整形外科・リウマチ科
【予約制】

池 田 三 香
午前 9：30~12：00 ★ ★

午後 1：30~ 3：30 ★

巻島由紀子 午前10：00~12：00
※第２・４土曜日のみ ★

山 中 力 仁
午前 9：00~11：30 ★ ★

午後 1：30~ 4：30 ★ ★

神経内科
【予約制】

石 原 智 彦 午前 ８：30~11：30
※第１土曜日のみ ★

石 黒 敬 信 午前 ８：30~11：30
※第２土曜日のみ ★

三 木 健 司 午前 9：00~11：30
※第４土曜日のみ ★

勇　亜衣子 午前 9：00~11：30 ★

甲状腺外科
【予約制】

筒 井 英 光
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：30
※第１月曜日のみ

★

田 村 温 美
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：30

診察日：4/13・5/18・6/15
★

小 原 亮 爾
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：30
※第４金曜日のみ

★

循環器内科
【予約制】 柴 　 正 美 午前 ８：30~ 4：30 ★

オーソモレキュラー外来
【予約制】 小 山 新 弥 午後 2：00~ 4：00

※詳細はお問い合せ下さい。 ★

［ 齋藤記念病院　外来医師診察予定 ］

○印は予約不要です。★印の診療科は予約制となっております。
お電話での予約又は変更等のお問い合わせは、月・火・木・金の
午後２：00〜５：00の間にお願いいたします。（☎025-773-5111）
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